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はじめに

本書は2024/10/28時点のMicrosoft社の情報を参考に作成しております。

Microsoft社の仕様変更などにより、予告なく変更になる場合がございますので、
最新の情報はMicrosoft社のオフィシャルサイトにてご確認ください。

なお、各種設定の反映には最大24時間かかる場合がございます。

[参考URL]
https://learn.microsoft.com/ja-jp/microsoftteams/direct-routing-configure

https://learn.microsoft.com/ja-jp/microsoftteams/direct-routing-configure
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こんな時は？
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1. 発信ができない

ダイヤルパットが表示され、ダイヤルしたのに発信ができません。

【考えられる事象（1）】

該当のOffice 365/Microsoft 365ユーザーの「利用場所」が「海外の国（日本以外）」
になっていませんか？

①Microsoft 365 管理センターより利用場所の確認をし、「海外の国」になっていた場合は
「日本」に変更してください。
※お使いのデバイスや、発信先の国・電話番号の組み合わせにより、流れるガイダンスおよび

画面表示が異なる場合がございます。

＜確認手順＞
1. Microsoft 365 管理センターへサインインします。 (https://admin.microsoft.com/)
2. 【ユーザー】＞【アクティブなユーザー】をクリックし、該当のユーザーを選択します。

2

https://admin.microsoft.com/
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＜確認手順＞
3. 【ライセンスとアプリ】から【場所の選択】がどの国になっているか確認します。
※日本以外が設定されていた場合、【日本】を選択し、【変更の保存】をクリックします。

Microsoft 365 管理センターによる設定は反映まで最大24時間かかる場合があります。
設定を行ってすぐに確認された場合、時間をおいて再度ご確認ください。

1. 発信ができない

3
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【考えられる事象（1）】

該当のOffice 365/Microsoft 365ユーザーの「利用場所」が「海外の国（日本以外）」
になっていませんか？

②ユーザーの利用場所を変更せずに発信したい場合、発信の都度「+81」をつけて発信してください。

※「+81」をつけて発信する場合、最初の0を省いて番号を入力してください。
（+81050XXXXXXXX ではなく +8150XXXXXXXX となります）

【考えられる事象（2）】

Direct Calling for Microsoft Teams管理用ユーザーがテナント内に存在していますか？

Direct Calling1契約（1N番）につき、「Direct Calling」の専用ドメインを持つ
「Direct Calling管理用ユーザー」がお客さまのテナントに1アカウント存在している必要があります。

※本サービスのご利用には、1契約に対し1Teamsライセンスユーザーまたはリソースアカウントを本サービスの管理用
（以下、管理用ユーザーとする）としていただく必要があります。
管理用ユーザーは以下のライセンスが割り当てられたユーザーまたはリソースアカウントとします。
- Office 365 E1/E3/E5/A1/A3/A5/F3/G1/G3/G5 またはMicrosoft 365 E3/E5/A1/A3/A5/F1/F3/G3/G5/ 

Business Basic/Standard/Premiumライセンスを付与したユーザーアカウント
- Microsoft Teams Enterpriseラインセンスを付与したユーザーアカウント（「Teamsなし」ライセンスご利用の場合など）
- 共有エリア電話（Common Area Phone）ラインセンスを付与したユーザーアカウント
- Microsoft Teams電話リソースアカウントライセンス（旧名称 仮想ユーザーライセンス） を付与したリソースアカウント

   ※ユーザーアカウントに Microsoft Teams電話リソースアカウントライセンスを付与しても設定（アクティベート）はできません。
※管理用ユーザーに対してはMicrosoft 365管理者センターの管理者ロールは付与しないでください。

1. 発信ができない
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【考えられる事象（3）】
お客さまにてプロキシーを設定していませんか？

以下すべての該当URLへのアクセスを許可いただく必要があります。

※2024年6月14日時点の情報です。
※最新情報は以下のMicrosoft社のWebサイトにある「Skype for Business Online および Microsoft Teams」の項目をご確認ください。
https://learn.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/enterprise/urls-and-ip-address-ranges?view=o365-worldwide#skype-for-business-
online-and-microsoft-teams

1. 発信ができない

ID カテゴリ ER アドレス ポート

11 最適化 必須 はい 13.107.64.0/18, 52.112.0.0/14, 52.122.0.0/15, 2603:1063::/38 UDP: 3478、3479、
 3480、3481

12 許可 必須 はい *.lync.com, *.teams.microsoft.com, teams.microsoft.com
52.112.0.0/14, 52.122.0.0/15, 52.238.119.141/32, 52.244.160.207/32, 2603:1027::/48, 
2603:1037::/48, 2603:1047::/48, 2603:1057::/48, 2603:1063::/38, 2620:1ec:6::/48, 
2620:1ec:40::/42

TCP: 443、80

16 既定値 必須 いいえ *.keydelivery.mediaservices.windows.net, *.streaming.mediaservices.windows.net, 
mlccdn.blob.core.windows.net

TCP: 443

17 既定値 必須 いいえ aka.ms TCP: 443

18 既定値 省略可能
メモ: Skype およびパブ
リック IM 接続によるフェ
デレーション: 連絡先の写
真の取得

いいえ *.users.storage.live.com TCP: 443

19 既定値 省略可能
メモ: 会議室システムを展
開するユーザーにのみ適用

いいえ adl.windows.com TCP: 443、80

27 既定値 必須 いいえ *.secure.skypeassets.com, mlccdnprod.azureedge.net TCP: 443

127 既定値 必須 いいえ *.skype.com TCP: 443、80

180 既定値 必須 いいえ compass-ssl.microsoft.com TCP: 443

https://learn.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/enterprise/urls-and-ip-address-ranges?view=o365-worldwide#skype-for-business-online-and-microsoft-teams
https://learn.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/enterprise/urls-and-ip-address-ranges?view=o365-worldwide#skype-for-business-online-and-microsoft-teams
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【考えられる事象（4）】

発信規制の設定をしていませんか？
＜確認手順＞

1. Microsoft Teams 管理センターにサインインします。（https://admin.teams.microsoft.com/dashboard）
2. 【ユーザー】＞【ユーザーを管理】から対象のユーザーを選択します。
3. 【音声】＞【発信通話】の通話のダイヤルアウトの設定を確認します。
※ 「許可しない」が選択されていた場合、発信ができません。

2

3

1. 発信ができない

開催者と同じ国または番号 → 国際発信不可

任意の連絡先 → 発信可能（デフォルト）

許可しない → 発信不可

https://admin.teams.microsoft.com/dashboard
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1. 発信ができない

【考えられる事象（5）】

発信者番号通知ポリシーが「匿名」になっていませんか？
発信者番号通知ポリシーが「匿名」になっている場合、Direct Callingの網側で発番を
認識することができないため、発信不可となります。
「発信者番号通知ポリシー」：Microsoft Teams側で発信者の番号を非通知とする機能

＜確認手順＞
1. Microsoft Teams 管理センターにサインインします。（https://admin.teams.microsoft.com/dashboard）
2. 【音声】＞【発信者番号通知ポリシー】を選択します。
3. 対象のポリシーを選択し、「発信者番号を置き換える」が「匿名」になっていないか確認します。

3

2

➁

①

➂
④

「オン」にすると着信時発信者の番号が
「anonymous」になる

①

➁ 「オン」しても発信可

➂ 以下選択

④ ➂で「リソースアカウント」を
選択したときに表示される

ユーザーの番号 → 発信可能（デフォルト）

匿名 → 発信不可

リソースアカウント → リソースアカウントの
番号を利用して発信可能

https://admin.teams.microsoft.com/dashboard
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1. 発信ができない

【考えられる事象（6）】

ユーザーの「表示名」が長くなっていませんか？
Direct Calling for Microsoft Teamsの発信においてMicrosoft 365ユーザー(Teamsユーザー)の表示名の
入力文字が60byte以上の場合は、NTTCom側設備にて60byte以降を削除して処理致しますが、削除文字が
全角文字などの場合は発信できないため、60byte以内または60byte目を半角英数字にする必要があります。
下記②、③のような設定をお願いします。

＞発信ができなくなるケース（例）
①エヌ・ティ・ティコミュニケーションズ PS本部C&A部 「スペース込みで71byte」

   エヌ・ティ・ティコミュニケーションズ PSまでが59byte（スペース込み）になります。
60byte目の文字にあたる「本」が3バイトのため弊社設備にてエラーとなり発信できません。

＞発信ができるケース(例）
②NTTコミュニケーションズ PS本部C&A部 「スペース込みで59byte」

→60byte以内にしていただければ問題は発生致しません。

③NTTコミュニケーションズ Platform Services Division 「スペース込みで62byte」
→60byte目を半角英数字にしていただければ60byte以上でも問題は発生致しません。

（参考）Microsoft365の標準文字コードはUTF-8です。文字のバイト数は以下の通りです。
半角英数字は1バイト、日本語は3バイト、半角カナは3バイト、
JIS第3・第4水準漢字の大半は4バイト、記号・結合文字は最低3バイト。
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1. 発信ができない

＜確認手順＞
1. Microsoft 365 管理センターにサインインします。 (https://admin.microsoft.com/)
2. 【ユーザー】＞【アクティブなユーザー】をクリックし、対象のユーザーを選択します。

2

https://admin.microsoft.com/
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3

＜確認手順＞
3. 【アカウント】＞【連絡先情報の管理】をクリックし、「表示名」を確認します。

1. 発信ができない



© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 14

2. Microsoft Teams Phone Standard（旧Phone System）
機能が使えない

【考えられる事象（1）】

Microsoft Teams 管理センターで設定を行ったのはいつですか？

Microsoft Teams 管理センターによる設定は反映まで最大24時間かかる場合があります。
設定を行ってすぐに確認された場合、時間をおいて再度ご確認ください。

【例】コールパークを設定後、設定が反映されず、「通話をパーク」のボタンが表示されない。

無条件転送・不応答転送・取次転送・代理人・コールパーク・保留音などの
Microsoft Teams Phone Standard（旧Phone System）機能の設定が反映されません。

「通話をパーク」の表示がある場合 「通話をパーク」の表示がない場合
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【考えられる事象（2）】

共存モードの設定にて［Teamsのみ］以外が選択されていませんか？

コールパーク機能を使うには、共存モードが [Teams のみ] に設定されている必要があります。
Microsoft Teams 管理センターで共存モードの設定を確認し、[Teams のみ] 以外の場合、共存モードを変更します。
※共存モードの編集画面がなく、既定値として [Teams のみ] となっている場合があります。
※Microsoft Teams Phone Standard（旧Phone System）機能を使用するには、

共存モードが［Teams のみ］である必要があります。

<設定手順>
1. Microsoft Teams 管理センターへサインインします。（https://admin.teams.microsoft.com/dashboard）
2. 【ユーザー】＞【ユーザーを管理】から対象のユーザーを選択します。

2. Microsoft Teams Phone Standard（旧Phone System）
機能が使えない

2

https://admin.teams.microsoft.com/dashboard
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<設定手順>
3. 【Teams アップグレード設定】の【編集】をクリックします。

3

2. Microsoft Teams Phone Standard（旧Phone System）
機能が使えない
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<設定手順>
4. 共存モードを 【Teams のみ】 に変更し、【適用】をクリックします。

4

2. Microsoft Teams Phone Standard（旧Phone System）
機能が使えない
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3. 話中時は別の着信に対し話中音を流したい

ステップ1：通話ポリシーを作成します

＜設定手順＞
1. Microsoft Teams 管理センターへサインインします。(https://admin.teams.microsoft.com/)  
2. 【音声】＞【通話ポリシー】をクリックします。
3. 【追加】をクリックします。

話中時には、別の着信をポップアップさせずに話中音を流したい。

2
3

https://admin.teams.microsoft.com/
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3. 話中時は別の着信に対し話中音を流したい
ステップ1：通話ポリシーを作成します

＜設定手順＞  
4. 通話ポリシーの名前を入力します。

4
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3. 話中時は別の着信に対し話中音を流したい
ステップ1：通話ポリシーを作成します

＜設定手順＞  
5. 【通話中は取り込み中】の設定を【オン】もしくは【未回答の設定を使用】に変更します。 ※

6. 【保存】をクリックします。
※【オン】に設定すると、通話中や会議中に別着信があった際に着信呼び出しさせずに「話中」であることを返します。

【未回答の設定を使用】に設定すると、通話中や会議中に別着信があった際に着信呼び出しさせずに各ユーザーの
未応答時の設定で動作が切り替わります。既定では【オフ】に設定されています。

5

6
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3. 話中時は別の着信に対し話中音を流したい

ステップ2：作成した通話ポリシーをユーザー/グループに割り当てます

＜設定手順＞ ユーザー毎に割り当てる場合
1. 【ユーザー】＞【ユーザーを管理】から対象のユーザーを選択します。
2. 【ポリシー】＞【編集】をクリックします。
3. 通話ポリシーで作成したポリシーを割り当て、【適用】をクリックします。

1

3

2
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3. 話中時は別の着信に対し話中音を流したい

ステップ2：作成した通話ポリシーをユーザー/グループに割り当てます

＜設定手順＞  Microsoft 365グループに割り当てる場合
1. 【音声】から【通話ポリシー】をクリックします。
2. 【グローバルポリシーの割り当て】から【+追加】をクリックします。
3. 【グループの選択】の検索欄からMicrosoft 365グループを検索し、追加します。
4. 【ポリシーの選択】のプルダウンから通話ポリシーで作成したポリシーを割り当て、【適用】をクリックします。

3

1 2
4
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4. ボイスメールを確認したい

パターン1： Microsoft Teamsで確認する方法
※ボイスメールはMicrosoft TeamsもしくはMicrosoft Outlookで確認できます。

＜確認方法＞
1. Microsoft Teamsで「通話」タブをクリックし、「ボイスメール」を選択します。

ボイスメールの確認方法が分かりません。

1
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4. ボイスメールを確認したい

パターン1：Microsoft Teamsで確認する方法

＜確認方法＞
2.確認したいボイスメールを選択し、「▷」をクリックすると再生されます。

再生速度を0.5倍～2倍に変更することができます。
音声が明瞭な場合はテキスト化されます。

2
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4. ボイスメールを確認したい    

パターン2：Microsoft Outlookで確認する方法

＜確認方法＞
1. Microsoft TeamsにサインインしているメールアドレスでMicrosoft Outlookを開きます。

※プレミアム版、Web版 Microsoft Outlookのどちらでも確認可能です。
2. 受信トレイに届いているボイスメールを確認します。

2
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ー自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合

自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合、グループを指定する必要があります。
グループの作成方法が分からない場合は以下の手順に従って作成してください。

自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合は配布グループを作成することを推奨します。

<作成手順>
1. Microsoft 365 管理センターにサインインします。(https://admin.microsoft.com/)
2. 【チームとグループ】＞【アクティブなチームとグループ】を選択します。
3. 【配布リスト】＞【+配布リストを追加する】をクリックします。

2

3

https://admin.microsoft.com/
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ー自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合

<作成手順>
4. グループの名前を入力し、【次へ】をクリックします。

4
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ー自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合

<作成手順>
5. 【+所有者の割り当て】をクリックします。
6. 追加する所有者を検索/選択し、【Add】をクリックします。

5 6
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ー自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合

<作成手順>
7. 【次へ】をクリックします。

7
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ー自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合  

<作成手順>
8. 【+メンバーの追加】をクリックします。
9. 追加するメンバーを検索/選択し、【Add】をクリックします。

8
9
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ー自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合

<作成手順>
10. 【次へ】をクリックします。

10
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ー自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合

<作成手順>
11. グループのメールアドレスを設定し、【次へ】をクリックします。

11
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ー自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合

<作成手順>
12. 設定した内容が正しいか確認し、【グループを作成】をクリックします。

作成が完了した場合は以下画面が表示されます

12
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5. 国際発信を制限したい

＜設定手順＞  
 1. Microsoft Teams 管理センターにサインインします。 (https://admin.teams.microsoft.com/)
2. 【ユーザー】＞【ユーザーを管理】から対象のユーザーを選択します。
3. 【音声】＞【発信通話】の通話のダイヤルアウトの設定で【開催者と同じ国または地域】を選択します。

日本からの国際電話発信を規制したい。

2

3

https://admin.teams.microsoft.com/


© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 35

6. 携帯電話向け発信を制限したい

＜設定手順＞  
 1. Microsoft Teams 管理センターにサインインします。 (https://admin.teams.microsoft.com/)
2. 【音声】＞【ダイヤルプラン】をクリックします。
3. 【追加】をクリックします。

携帯電話向けの発信を規制したい。

3

Microsoft社の仕様変更により、国番号を付けた発信制限は2023年7月以降ご利用できません。
設定している場合はダイヤルプランの設定変更をお願いします。

2

https://admin.teams.microsoft.com/
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6. 携帯電話向け発信を制限したい

＜設定手順＞  
 4. ダイヤルプランの名前を入力します。※有効な文字は英字または数字、ハイフン(-)、ドット(.)です。
5. 正当化ルールの【追加】をクリックします。
6. 新しいルールの名前を入力、【詳細】を選択します。
7. if条件に【 ^(0[7-9]0¥d{8})$ 】、次に行うことに【0】を入力し、【保存】をクリックします。

5

6

7

4
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6. 携帯電話向け発信を制限したい

＜設定手順＞  
  8. 【ユーザー】＞【ユーザーを管理】からダイヤルプランを割り当てるユーザーをクリックします。
9. 【ポリシー】＞【編集】をクリックします。

10. ダイヤルプランで作成したポリシーを割り当て、【適用】をクリックします。
※ 履歴から電話を掛けた場合、ダイヤルプランは適用されません

8
10

9
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7. リセラー承諾ができない
リセラー承諾しようとMicrosoft 365管理センターにサインインしたが、できませんでした。
(https://www.ntt.com/business/services/voice-video/voip/directcalling/reselleraccept)

【考えられる事象（1）】

グローバル管理者としてMicrosoft 365 管理センターにサインインしていますか。

リセラー承諾の際、グローバル管理者としてMicrosoft 365管理センターにサインインする必要があります。
※ライセンスは条件にありません。
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7. リセラー承諾ができない

【考えられる事象（2）】

Microsoft 365のご契約国が日本以外である

海外でご契約されたMicrosoft 365をご利用のお客さまはNTT Comへのリセラー承諾を行うことが
できません。Microsoft 365のご契約国を事前にご確認ください。

＜ご契約国の確認手順＞

ご契約国はテナントの所属している
「国または地域」から確認することができます。
確認方法は、下記になります。

1. Microsoft 365 管理センターへサインインします。
（https://admin.microsoft.com）
2. 左項目 [設定] より [組織設定] を選択します。
3. [組織のプロファイル] のタブを選択します。
4. [組織の情報] を選択し、「国または地域」

にて確認します。

「国または地域」が「日本」の場合：リセラー承諾を行います。
「国または地域」が「日本以外」の場合：リセラー承諾を行うことができません。
※ Microsoft 365のご契約国が海外の場合の詳細は、「ご契約の手引き」をご確認ください。

リセラー承諾しようとMicrosoft 365管理センターにサインインしたが、できませんでした。
(https://www.ntt.com/business/services/voice-video/voip/directcalling/reselleraccept)

https://admin.microsoft.com/
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8. 管理用アカウントのドメインの確認方法

＜確認手順＞
1. Microsoft 365 管理センターへ

サインインします。
（https://admin.microsoft.com）

2. 左ペインで【ドメイン】 をクリックし、
    確認します。

複数のドメインを登録されている場合は、
末尾に（既定）とついているドメイン名を
申込書にご記入ください。

※ドメインを1つしか利用していない場合（既定）という表記がされませんが、
その場合はご利用中のドメインをご記入ください。

①カスタムドメインに（既定）とついている場合はカスタムドメインを記入
②onmicrosoft.comドメインに（既定）とついている場合にはonmicrosoft.comドメインを記入

ご契約IDが1000ID以上必要になった場合、または請求を分ける必要が出た場合、
Direct Callingを新たにもう1つご契約していただく必要があります。
お申し込み時に記載が必要なOffice 365／Microsoft 365のドメイン名は以下の手順で確認できます。

https://admin.microsoft.com/
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい

開通時に申請したDirect Calling for Microsoft Teams管理用ユーザーを変更したい。

【よくある事象】

Direct Calling for Microsoft Teams管理用ユーザーを作成したところ、
これまで使用していたメールアドレスが使用できなくなった。

Direct Calling for Microsoft Teams管理用ユーザーのメールアドレスの@以降は、
専用ドメイン「@(お客さま番号.direct-calling-teams00X.jp)」となり、
社名などを利用した独自ドメインを利用することができなくなります。

※本サービスのご利用には、1契約に対し1Teamsライセンスユーザーまたはリソースアカウントを本サービスの管理用
（以下、管理用ユーザーとする）としていただく必要があります。
管理用ユーザーは以下のライセンスが割り当てられたユーザーまたはリソースアカウントとします。
- Office 365 E1/E3/E5/A1/A3/A5/F3/G1/G3/G5 またはMicrosoft 365 E3/E5/A1/A3/A5/F1/F3/G3/G5/ 

Business Basic/Standard/Premiumライセンスを付与したユーザーアカウント
- Microsoft Teams Enterpriseラインセンスを付与したユーザーアカウント（「Teamsなし」ライセンスご利用の場合など）
- 共有エリア電話（Common Area Phone）ラインセンスを付与したユーザーアカウント
- Microsoft Teams電話リソースアカウントライセンス（旧名称 仮想ユーザーライセンス） を付与したリソースアカウント

※ユーザーアカウントに Microsoft Teams電話リソースアカウントライセンスを付与しても設定（アクティベート）はできません。
※管理用ユーザーに対してはMicrosoft 365管理者センターの管理者ロールは付与しないでください。

【対処方法】
Direct Calling for Microsoft Teams管理用ユーザーには、実ユーザーではなく管理用として
設定する専用のユーザーを作成し、管理用ユーザーを変更します。

＜管理用ユーザーの変更方法＞
ステップ1：新しい管理用ユーザーにメールアドレスを設定する (P.39~P.44)
ステップ2：旧管理用ユーザーとしてのメールアドレスを外す (P.45~P.51)
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい
ステップ1： 新しい管理用ユーザーにメールアドレスを設定する

＜設定手順＞
1. 【ユーザーを編集する】をクリックします。

1
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい
ステップ1： 新しい管理用ユーザーにメールアドレスを設定する

2

＜設定手順＞
2. Direct Calling管理用とするアカウントを選択し、【ユーザーの編集】をクリックします。   
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい

ステップ1： 新しい管理用ユーザーにメールアドレスを設定する
＜設定手順＞

3. 【ユーザー名とメールアドレスの管理】をクリックします。

3
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい

＜設定手順＞
4. アカウント名を入力します。  例) test1
5. Direct Calling専用ドメイン「@(お客さま番号.direct-calling-teams00X.jp)」を選択します。
6. 【追加】をクリックします。

ステップ1： 新しい管理用ユーザーにメールアドレスを設定する

4 5 6
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい

ステップ1： 新しい管理用ユーザーにメールアドレスを設定する
＜設定手順＞

7. 追加したメールアドレスが表示されるため、「プライマリメールに変更」を選択し、
「変更の保存」をクリックします。

※ 専用ドメインの登録反映が完了するまでに最大 24 時間かかる場合がございますので、
   「保存」を押してエラーが出た場合は、時間を空けて再度実施してください。

7X
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい

ステップ1： 新しい管理用ユーザーにメールアドレスを設定する
＜設定手順＞

8. 正常に保存されたことを確認します。
9. 追加したDirect Calling専用ドメインのメールアドレスがプライマリになっていることを確認します。

※ アクティベートが完了するまでに最大 24 時間かかる場合がございます。

8

9

ステップ1の作業は終了です

X
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい

ステップ2：旧管理用ユーザーのメールアドレスを外す

<設定手順>
1. Microsoft 365 管理センターにサインインします。（https://admin.microsoft.com/）
2. 【ユーザーを編集する】をクリックします。

2

https://admin.microsoft.com/
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい
ステップ2：旧管理用ユーザーのメールアドレスを外す

<設定手順>
3. 表示されたユーザーの一覧から、@以下が専用ドメイン「@(お客さま番号.direct-calling-teams00X.jp)」

になっている旧管理用ユーザーを選択し、【ユーザーの編集】をクリックします。

3
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい
ステップ2：旧管理用ユーザーのメールアドレスを外す

<設定手順>
4. 【ユーザー名とメールアドレスの管理】をクリックします。

4
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい
ステップ2：旧管理用ユーザーのメールアドレスを外す

<設定手順>
5. エイリアスの欄で、プライマリとして変更するメールアドレスであることを確認し、

【プライマリメールに変更】をクリックします。

Test1                   
test1@aaa.onmicrosoft.com 

5
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9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい
ステップ2：旧管理用ユーザーのメールアドレスを外す

<設定手順>
6. プライマリメールアドレスの欄に反映されていることを確認し、【変更の保存】をクリックします。

6



© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 53

9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい
ステップ2：旧管理用ユーザーのメールアドレスを外す

<設定手順>
7. Direct Calling専用ドメイン「@(お客さま番号.direct-calling-teams00X.jp)」 のメールアドレスが

エイリアスに変更されていることを確認し、【ユーザー名とメールアドレスの管理】をクリックします。

＜変更前の設定＞

※変更前は【ユーザー名/メール】にdirect-calling-teams00X.jpが設定されている

Xtest1

test1



© NTT Communications Corporation All Rights Reserved. 54

9. Direct Calling管理用ユーザーを変更したい
ステップ2：旧管理用ユーザーのメールアドレスを外す

<設定手順>
8. ***@n*********.direct-calling-teams00X.jpのメールアドレスを削除します。
9. 【変更の保存】をクリックします。

ステップ2の作業は終了です

8

9
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10. Teamsユーザーを削除してしまった

PowerShellで電話番号の割り当てを解除せずに、Teamsユーザーを削除してしまいました。

一旦削除したユーザーの復元を行います。

Teamsユーザーを削除すると電話番号の割り当てを解除することができません。
Teamsユーザーは削除後30日間復元できるようになっていますので、一旦削除したユーザーを復元し、ライセンス、
電話番号を割り当てていただいた後、電話番号の割り当てを解除してから再度対象ユーザーの削除を行ってください。

＜ユーザー復元手順＞
1. Microsoft 365 管理センターへサインインします。 （https://admin.microsoft.com/）
2. 【ユーザー】＞【アクティブなユーザー】から【削除済みのユーザー】をクリックします。

2

https://admin.microsoft.com/
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＜ユーザー復元手順＞
3. 復元するユーザー名を選択し、【ユーザーの復元】をクリックします。

3

10. Teamsユーザーを削除してしまった
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＜ユーザー復元手順＞
4. 画面の指示に従ってパスワードを設定し、【復元する】をクリックします。

ここまでの手順でユーザーの復元完了後、ユーザーに必要なライセンス、電話番号を割り当て
「設定解除手順書」を参照し、電話番号の割り当てを解除してから、再度対象ユーザーの削除を行ってください。

4

10. Teamsユーザーを削除してしまった

復元が完了した場合はこの画面が表示されます
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【参考】削除したTeamsユーザーに割り当てられていた電話番号を別のTeamsユーザーに
割り当てることが可能です。

電話番号の割り当てを解除せずにTeamsユーザーを削除した場合、
Teamsユーザーを削除した時点でライセンスと電話番号の割り当てが外れている状態となり、
別のTeamsユーザーに電話番号を割り当てることが可能です。
誤ってTeamsユーザーを削除してしまって復活させた場合は、Teamsユーザー復活後
ライセンスと電話番号の再割り当てが必要となります。

※Teamsユーザー削除後、30日間はPowerShell上でユーザー情報が残り、
電話番号が割り当てられているように見えてしまいますので、注意が必要です。
電話番号の割り当てを解除してからTeamsユーザーを削除することを推奨します。

10. Teamsユーザーを削除してしまった
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11. 通話品質が悪い

通話中に音声が途切れたり、聞こえにくいことがあります。

【考えられる事象】

Microsoft Teams間内線通話、外線通話 共に通話品質が悪い場合

お客さまのネットワーク環境に依存している可能性があります。
ネットワークのいい環境でお試しください。

Microsoft Teams間内線通話品質は問題ないが、外線通話のみ通話品質が悪い場合

故障の可能性があります。
故障受付窓口にご連絡ください。

NTTコミュニケーションズ
Microsoft 365 サポートデスク

【故障受付】24時間365日
0120-736524 

【弊社】でご購入いただいたMicrosoft 365をご利用の場合

【他社】でご購入いただいたMicrosoft 365をご利用の場合

【故障受付】24時間365日
0120-565054Direct Calling故障受付窓口
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12. 通話品質の確認方法

Microsoft Teams の通話品質を監視、トラブルシューティング、管理、向上させるために2つのツール
 を使用できます。

①通話品質ダッシュボード (CQD): 組織全体の傾向や問題を分析して、パフォーマンスを向上させる
②通話分析: 個々のユーザーの通話と会議の品質を分析する

＜①通話品質ダッシュボード (CQD)の確認手順＞
1. Microsoft Teams 管理センターにサインインします。 (https://admin.teams.microsoft.com/)
2. 【分析＆レポート】＞【通話品質ダッシュボード】をクリックします。

2

https://admin.teams.microsoft.com/
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12. 通話品質の確認方法

＜②通話分析の確認手順＞
1. Microsoft Teams 管理センターにサインインします。 (https://admin.teams.microsoft.com/)
2. 【ユーザー】＞【ユーザーを管理】をクリックし、該当のユーザーを選択します。
3. 【会議と通話】をクリックし、【音質】を確認します。

2

3

https://admin.teams.microsoft.com/
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13. 通話ログの取得方法

＜取得手順＞
1. Microsoft Teams 管理センターにサインインします。 (https://admin.teams.microsoft.com/)
2. 【分析＆レポート】＞【使用状況レポート】をクリックします。
3. レポートの【PSTN/SMS（プレビュー）の使用状況】を選択し、日付の範囲を選択します。
4. 【レポートを実行】をクリックします。
5. 【ダイレクトルーティング】をクリックをします。
6. エクセルマークをクリックし、CSVを出力します。

2

3 4

5

6

通話ログを取得することができます。

https://admin.teams.microsoft.com/
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※ 未応答時転送、無条件転送、取次なし転送の場合、
CSV2行で記載されます

・着信時 ：ByotIn
・転送時 ：ByotOutUserTransfer

※ 取次あり転送の場合、CSV3行で記載されます
・着信時 ：ByotIn
・転送先への取次時 ：ByotOut
・転送時 ：ByotOutUserTransfer

着信
発信
転送

列番 英語 意味

C UPN ユーザーアカウント

D Display Name 表示される名前

H Start time 着信時間

I Failure Time 不在着信となる時間

J End Time 通話終了時間

K Duration (seconds) 通話時間（秒）

L Success 通話の成功

M Caller Number 発信者番号

N Callee Number 受信者番号

O Call 
Type

ByotIn 通話の
種類

着信

ByotOut 発信
ByotOutUser
Transfer 転送

13. 通話ログの取得方法
CSV出力サンプル
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「Caller Number (発信者番号)」と「Callee Number (受信者番号)」で表示されている数字を、電話番号に変更します。

1. 「Caller Number」と「Callee Numer」の列を選択し、右クリックします
2. 「セルの書式設定」をクリックします
3. 「数値」を選択します
4. 「OK」をクリックします

1

3

4

発信者番号と受信者番号の表示変更

13. 通話ログの取得方法

2
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改訂履歴
版数 日付 更新内容

1.0 2020年9月24日 初版

1.1 2021年2月15日

3.話中時は別の着信からのポップアップをやめたいを追加
4.ボイスメールの確認方法を追加
   -自動応答のリダイレクト先にボイスメールを設定する場合を追加
9.Direct Calling管理用ユーザーの変更方法を追加
1.プロキシー設定のURLを更新

1.2 2021年5月19日
Microsoft社の仕様変更に伴う画像最新化
1.プロキシー設定のURLを更新
3.話中時は別着信からのポップアップをやめたいにポリシーの割り当て方法を追加

1.3 2021年6月22日 1.プロキシー設定のURLを更新
9.Direct Calling管理用ユーザーのライセンス付与の仕様変更

1.4 2021年10月20日

Microsoft社の仕様変更に伴う画像最新化、文言修正
1.発信ができない場合の考えられる事象を追記
【参考】保留音が流れる場合/流れない場合の一覧表を修正
3.話中時の設定に機能追加
4.ボイスメールの確認方法

-自動応答のリダイレクト先にボイスメールを設定する場合のグループ作成方法を修正
10. 電話番号割り当ての仕様変更に伴う修正
13. 通話ログの取得方法を追加

1.5 2022年2月15日 【参考】保留音が流れる場合/流れない場合の一覧表を修正

1.6 2022年3月15日 Microsoft Teams Phone Standard（旧Phone System）、グローバル管理者（旧全体管理者）の
名称変更に伴い修正

1.7 2022年6月3日
Microsoft社の仕様変更に伴う画像最新化、文言修正
1.プロキシー設定のURLを更新
【参考】保留音が流れる場合/流れない場合の一覧表を修正

1.8 2022年7月19日 6. 携帯電話向け発信を制限したいにダイヤルプラン名の有効な文字を追記
9. Direct Calling管理用ユーザーの対象ライセンスを追記

1.9 2022年11月1日
1.プロキシー設定のURLを更新
【参考】保留音が流れる場合/流れない場合の一覧表を修正
3. 話中時は別の着信に対し話中音を流したいにMicrosoft 365グループへのポリシーの割り当て方法
を追加
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改訂履歴
版数 日付 更新内容

2.0 2023年3月31日
Microsoft社の仕様変更に伴う画像最新化
1.プロキシー設定のURLを更新
-自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合のグループ作成方法を修正
9.Direct Calling管理用ユーザーの対象ライセンスを更新

2.1 2023年7月14日
Microsoft社の仕様変更に伴う画像最新化、文言修正
1.発信ができないに管理用ユーザーの対象ライセンスを追記
1.プロキシー設定のURL表記を変更
6.携帯電話向け発信の制限方法を修正

2.2 2023年10月24日
Microsoft社の仕様変更に伴う画像最新化
1.プロキシー設定のURLを更新、発信者番号通知ポリシーの記載を修正
-自動応答/通話キューのリダイレクト先にボイスメールを設定する場合のグループ作成方法を修正

2.3 2024年1月29日 Microsoft社の仕様変更に伴う画像最新化
1.プロキシー設定のURLを更新

2.4 2024年6月14日 1.発信ができないにアカウントの「表示名」の確認方法を追記

2.5 2024年8月27日 1.発信ができないに管理用ユーザーの対象ライセンスを追記
9.Direct Calling管理用ユーザーを変更したいの対象ライセンスを追記

2.6 2024年10月28日 1.管理用ユーザーにMicrosoft 365管理者センターの管理者ロールは付与しないことを追記
9.管理用ユーザーにMicrosoft 365管理者センターの管理者ロールは付与しないことを追記

※ Microsoft Teams、Office 365、Microsoft 365は、米国Microsoft Corporationの米国および
そのほかの国における登録商標、または商標です。

※ Microsoft Teams Phone Standard（旧Phone System）はMicrosoftが提供するサービスです。
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